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外国人留学生への日本語教育を担当して
1
大学は緑豊かな地にあり、佐貫駅からのスクールバスは、四季折々美
しい田園風景の中を走って行きます。でも、多くの留学生たちは、それらを目にはしても、気にも留めずにいることでしょう。朝な夕な、常磐線の車窓はるかに見える麗しい筑波山 ついても同様です そこで、学年初め 授業では、新入生に筑波山の伝説や、この地に寄せる人々の思いに触れた短いビデオを見せ 聴き取れた日本語を聴解シート解答欄に記入してもらったことなども、なつか 思い出です。
一九九六年の流通情報学部開 の際、私は外国人留学生対象の日本語
教育担当として赴任しました。大学ではすで 外国人留学生のための日本語授業が行われ いま が、専任の教員は、これまでいませんでした。この年、流通情報学部の留学生 定員五十名で 社会学部観光学科留学生と合わせて、全学で約七十名の外国人留学生が入学しました。
入学と同時にこれら留学生にも、すぐ日本語による講義が始まります。
もちろん学生たちは、すでに相当の日本語学習を終えて入学しています。しかし、学生の多くは、その日本語力をこれからの必要に合わせて、なお高めてゆかなければなりません。日本語授業には、緊急性があります。
当時日本語の必修科目は、一年生の「日本語ⅠＡ
･
ⅠＢ」の四単位だ
けで、二年生以上の「日本語Ⅱ
･
Ⅲ」は自由選択であるため、これを受
講する学生はごく少数でした。そこで 二〇〇一年度のカリキュラム改定において、二年生に英語との選択必修科目「 ⅡＡ・ⅡＢ（Ｃ・Ｄ） 」が置かれることになりま の結果、多くの留学生が一
･
二
年次で、日本語科目を八単位取得するようになりました。また、 「もっと日本語を学びた 」という学生のために「選択日本語」 「日本語購読」などの科目も置かれました。この年 は 新たに法学部外国人留学生も入学しています。
このような大きな改定に至るまでの間、私は流通情報学部の成績下位
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2の一年留学生を対象にした「演習（ゼミ） 」 、二年留学生必修「日本語文章論」 、三年留学生必修「日本語Ⅲ」などにおいて授業をさせていただきました。当時の教務担当の先生方のご配慮を大変ありがたく思っ おります。
学生については、初めの頃の日本語Ⅱ
･
Ⅲクラスの、年齢が高かった
留学生のことが思い出されます。ある学生は、あまりラジオを聴いて日本語を 習したので、耳を悪くしたということでした。彼は、勉学とアルバイトとの両立に苦労していましたが、よい成績を挙げていました。私のゼミに所属していた留学生の中にも、三十代 学 が二人いましたが、教室を落ち着いた雰囲気に てくれま 一般 外国人留学生出身国の高校卒業後、進学、就職など ある程度の期間を経て来日した場合が多く、それは異国で 業を支える深 力になっていると思います。
学生は授業外でも積極的で、地域の「外国人によるスピーチ大会」に
も挑戦しました。オフィス
･
アワーでは、アルバイト店員の経験から、
敬語の使い方について質問を受けたりしました。これは私にとっても興味深く、有意義な教室授業に発展しました。
現在、日本に残り、また故国に戻った卒業生たちの活躍の様子を想像
しております。
国際言語教育センターの日本語授業は、非常勤の先生方にお願いしま
した。日本語専修講座の「日本語実力養成講座」 「日本語能力試験一級合格対策講座」などに参加した留学生たちは、少数ではあ ますが、とても熱心でした。
また、一九九九年から数年続いた日本語特別集中授業 ありました。
これは主としてラグビー部・サッカー部など課外活動推薦の外国人スポーツ留学生を対象と ものです。半期続けて週五日、一日二 三時
限の日本語授業を行い、学生が次の四月又は九月から学部に入学できるようにする事が目的です。
これは、佐伯弘治学長の「スポーツ推薦留学生も日本語ができなけれ
ばいけない」というお考えによるものでした。
私は米国、州立ワシントン大学において、日本語教育に従事したこと
があります。そこでの集中講座は週五日、毎日午後まで授業があるきびしいものでした が、こ スポーツ選手たち 、教室で 長い座学に耐え、その後は運動場でスポーツに集中するという毎日 、よくがんばったと思います。修了式には、関係の教職員の方々に 学生たちの学習の成果である日本語スピーチを聴 ていただきました。非漢字圏の学生なので進歩は遅いも の、だい いは何とかコースを終えることが きました。中には日本語学習に熱心なフランス人学生もおりました 彼は、「自然保護」をテーマにかなり長い文章を書き、よい発表を行いました。
一九九七年から二〇〇五年まで、台湾の南台科技大学の夏期日本研修
は、六回ありました。毎回楽しく有意義な授業になるよう計画し、多くの方々のご協力をいただきました。在学生
―
日本人学生と外国人留学
生の積極的な参加は、研修生 ちを喜ばせました。
以上、思い出のいくつかを書かせていただきました。在職最終の年、二〇〇七年度外国人留学生入学予定者 、別科修了生
を含めて、赴任時の二倍以上になっておりました。そ 後、本学の日本語教育は、ますますの充実と発展 続け いることと思い す。
改めて今、学部発足直後の大切な時期を、皆様の温かいご助力、また
前途有為の学生たちの熱意に支えられて、過ごさせていただきましたことに感謝いたしており 。
